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高校運動部員を対象としたスポーツ医科学的サポートに関する調査研究
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Ｉはじめに

近年スポーツがますます盛んになるにつれスポー

ツの分野に医科学的側面からのアプローチが求め

られることが多くなってきている。競技スポーツ、

健康スポーツが安全でかつ効率的に行われるため

にも医科学的側面からのサポートは必要不可欠に

なってきている。

とりわけ、競技スポーツの競技力向上という点

において医科学的サポートの重要性はますます高

まっているといえる。２１世紀に向けたスポーツの

振興方策について述べた答申のなかでも

（1990）、競技スポーツの振興には、支援体制の

充実、ジュニア期からの一貫指導体制、スポーツ

科学研究の推進、指導者の資質の向上と指導体制

の整備が重要であると述べている。さらにスポー

ツ科学の推進に関する具体的内容としては、スポー

ツ科学の研究成果が、トレーニングの具体的内容

の改善に役立てられるほか、傷害・疾病予防、疲

労回復、栄養補給など、選手の日常の健康管理や

メソタルマネージメソトなどに十分反映されるよ

う適切な方策を講じることを提言している。

これらのことを踏まえ、競技スポーツ分野にお

ける医科学的側面からのサポートに関しては、平

成3年の健康管理に関する調査報告、平成５年か

ら７年にかけての国体選手のメディカルチェック

に関する報告等にみられるように、スポーツ関連

団体による組織的かつ広い範囲の調査研究が実施

されている。

一方、競技力向上のための医科学的サポートを

具体的に計画及び実施するにあたっては、上記の

報告等も視野に入れながら、競技現場の実態に即

した方策の及び実施計画を作成しなければならな

い。そのためには各競技における実態を正確に把

握し具体的案を作成するための資料が必要である。

そこで本研究は、本県の高校チームを対象に、

スポーツ医学及びスポーツ科学等に関するアソケー

ト調査を実施し、競技力向上のためのスポーツ医

科学的側面のサポートをより効果的に実施するた

めの資料を得ることを目的とした。具体的には医

科学サポートに関するデータの収集、これらのデー

タをもとに個人競技種目と団体競技種目間および

ポジショソ別の比較分析を行った。

Ⅱ調査方法

調査時期：平成12年２月下旬から３月上旬にか

けて各所属チームの学校長および指導者を通じて

アソケート質問紙を配布及び回収した（郵送留置

法）。

調査対象：県内では上位チームとして活躍して

いる高校選手を対象とし、個人競技種目からポク

シソグ３チーム、ウエイトリフティング２チーム、

陸上競技３チーム、また団体競技種目としてソフ

トボール３チーム、バレーボール４チーム、バス

ケットボール３チームを選定した。調査人数は計

418名であり、対象者の内訳は表１に示した。

上段:人数

下段:(96〕
表１調査対象者の内訳

種目名女性合叶

ボクシング

ウエイトリフティング

ソフトボール

バレーボール

瞳卜墾技

バスケットボール

､保健体育教室．*沖縄県教育庁保健体育課

－１３３－

種目名 男性 女性 合計

ボクシング
2３

(100.0）

０

(0.0）

2３

(１００．０）

ウエイトリフティング
1６

(100.0）

０

(００）

1６

(100.0）

ソフトボール
4４

(62.0）

2７

(３８．０）

7１

(１００，０）

バレーボール
3９

(４B、１）

4２

(５１．９）

8１

(100.0）

陸上競技
6８

(７３．９）

2４

(２６．１）

9２

(100.0）

バスケットボール
6２

(４７．Ｏ）

7０

(５３０）

132

(100.0）

合計
252

(６０．７）

163

(３９．３）

415

(100.0）
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調査内容：ジュニア期における医科学的サポー

トを有効に実施するために、医科学的サポートの

有無とその効果および選手自身が期待する医科学

的サポートを具体的に把握するために以下の項目

を設定した。

Ｌ基本的属性に関すろもの４項目（種目名、性

別、学年、ポジショソ）

2．サポートの実施状況及びその効果に関する６

項目

3．期待するサポート内容について６項目

4．栄養サポート及び怪我の対処法に関する２項

目

5．メソタルトレーニソグに関する７項目

6．強化合宿に関するもの８項目

分析方法：収集されたデータの分析には、パー

ソナルコソピュータ用統計パッケージＳPSS

（Windows版）を用い、単純集計、クロス集計

によるｘ２検定を行った。

■有効□どちらとも甘えないロ有効でない

食事栄二面の効果

心理的効果

科学的技衡扣導効果

体力づくり効長

怪我や痛みの相映

体側槌導の効果

砿２０５４０品GDB８０％100岱

図Ｉ今まで受|ナた専門家による指導の効果

の相談」が42.1％と最も多く、つづいて「食事栄

養面の効果」が30.9％、「体力づくり効果」

27.0％、「体調について」26.1％、「心理的な面」

21.3％で、「科学的技術指導」が17.0％と最も少

ないという結果であった。次に今までに受けた専

門家による指導の効果について見てみると、図１

に示すように「有効」と回答した比率の最も高い

項目は「体力づくり」（78.8％）であり、低い項

目は「科学的技術指導」（64.8％）であった。そ

の他の各項目についても70%台の選手が専門家に

よる指導が有効であったとしている。これらのこ

とから医科学的サポートの実施状況をみる限りに

おいては、その現状は満足のいくものとは言いが

たい。しかし図１にも示したように実際にサポー

トを受けた選手にその効果を聞いてみると、「有

効」と回答しているものが約７割前後と非常に多

く、医科学的サポートが競技選手にとって有効な

支援であることがわかる、しかしこのことは支援

を受けてはじめてわかることであり、今後医科学

的サポートを行う上での重要な示唆を含んでいる

と考えられる。今回質問として設定された項目に

よっては、どれがどのようなサポートに該当する

かの判断を選手自身に求めていることによるデー

タの妥当性の問題は否定できないが、ともかく選

手自身がこのように意識しているということは非

常に重要である。次にスポーツ医学やスポーツ科

学面のサポートについて、各項目ごとに支援をし

てほしい程度を、「強く望む」、「望む」、「ど

ちらともいえない」、「望まない」の４件法によ

り回答を求め、その結果を図２に示した。

どのような医科学的サポートを期待しているの

Ｈ１結果及び考察

１．調査結果の概要

ｌ）医科学的サポートの実施状況及びその効果

と期待されるサポート内容について

高校に入学して、専門家（スポーツドクター、

スポーツトレーナー、スポーツ栄養士等）から医

科学的サポートに関する６項目について指導を受

けたかどうか、また各項目について受けた指導が

有効だったかどうかという選手自身の評価を３件

法で、さらに今後受けたいと希望する医科学的サ

ポートの重要度を各項目ごとに４件法で回答を求

めた。結果は表２及び図１に示した。

まず実際に専門家から医科学的な指導を受けた

かどうかを各項目別にみてみると、「怪我や痛み

表２専門家からの指導の有無

－１３４－

専門家による指導

無 有
無回答 合計

体鯛指nFの効果
297

(７１．１）

109

(２６．１）

1２

(２９）

４１Ｂ

(１００．０）

怪我や痛みの相戯
230

〔５５．０）

176

(４２．１）

1２

(Ｚ．ｇ）

４１８

(１００．０）

体力づくり効果
289

(69.1）

113

(２７．Ｏ）

1６

(３８）

４１８

(１００．０）

牌学的技術指導効月
331

(７９．２）

７１

(17.Ｏ）

1６

(３．８）

４１８

(１００．０）

心理的効果
317

(７５．８）

8９

(２１．３）

1２

(２．９）

４１Ｂ

(１００．０）

食事栄養面の効果
276

(⑧6.0）

1２９

(３０．９）

1３

(ａｌ）

４１８

(１００．０）
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図３から「スポーツ栄養の講話」が「強く望む」

と「望む」を合わせて58.3％と最も多く、同様に

「偲人の栄養相談」が56.2％と続き、「食事のエ

ネルギー計算」が53.8％、「合宿の献立作成」が

49％であった。これらの回答からは選手自身の栄

養に関する知識への関心度及び競技力向上におけ

る栄養のサポートに対する期待の高さを示してい

ると考えられる。最近では、競技力向上にスポー

ツ栄養学的側面からのサポートが果たす役割の重

要性が認識され、多くの調査研究および報告が多

くなされている。そのなかで国体選手を対象とし

た栄養サポートに関する調査では、８７%の県体協

が栄養サポートは必要と回答しているが、実際に

栄養サポートを実施しているのは半数にも満たな

いと報告している（中嶋寛之ほか、1993）。現実

に栄獲サポートを実施するにおいてはいくつかの

問題点を解決する必要があり、現場にいかに栄養

サポートを生かしていくか、また栄養に関する情

報をいかに提供するかの具体的方策が必要である

と考えられる。

なお、食事や栄養に関するその他の意見として

いくつか調査票に記述してあった内容は以下のと

おりである。

試合及び練習と食事に関するものとして：試合

前及び当日の食事の取り方試合前の献立、運動

戯に対する食事の摂取量、シーズソ別の献立

栄養及び日常の食生活に関すものとして：食事

を取る時間帯、食べ物の良し悪し、カロリー計算、

栄養補助食品の知識、サプリメソト等

次に、競技生活において選手は怪我や肉体的な

浦みに対してどのような対処がなされているのか、

「スポーツによる怪我や痛みのあったとき真っ先

に尋ねるところはどこですか」という質問をした

ところ、図４に示すように「近くの病院」が44％

同五T可下司

曰強<包む曰■心□どちらとも甘えないロ■京ない

庄乙蚊受田の文殴

心画的巧Z■の吏堅

科学的技鷹担、安田

体力づくり立田

伍拭や■JMD狛句守館

体餌について文哩

鴎２０分４０Ｎ６p冊ＧＯＨ100■

図２今彼希望する支援内容(こつし､て

かを承ると、「強く望む」と「望む」で支援を希

望していると解釈すると、期待の高い項目は「怪

我や痛みの治療支援」の87.8%、「体力づくり支

援」の82.3％であり、続いて「食事栄養面の支援」

の76.3％、「体調について支援」の73.2％が、低

いものでも「心理的な面の支援」の68.6％、

「「科学的技術指導支援」の68.4%、であった。

このことは選手のスポーツ医科学的側面からのサ

ポートに対する期待は非常に大きいことを示して

おり、つまり日常のトレーニソグや試合にメソタ

ルトレーニソグを含む近代トレーニソグ法の導入、

そして充実した競技生活を送るため怪我の治療や

栄養学側面からの支援を、専門家に期待している

と考えられる。

２）スポーツ栄養からのサポートおよび怪我や

痛みの治療について

選手が日頃どのようなスポーツ栄養からのサポー

トを希望しているのか、４つの項目に限定して、

上記の期待する支援内容「食事栄養面の支援」項

目において「強く望む」、「望む」と回答したも

のに対して、それぞれに４件法による希望の程度

を回答してもらった。その結果は図３示した。

■強く包むロ■むＢどちらとも首えない■更戒ない

針灸院

■骨院

スポーツドクター

近くの病院

臼人の鋲■朔堕

台画の、立作成

立卒のエネルギー計算

スポーツ栄艮の■魅

０９６２，６４，％６０冊Ｂ０％100M

図４怪我や痛みの対処法について

ＯＢ２０％４０％００％００％１０oz

図３スポーツ栄養力､らのサポート希望内容

－１３５－
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と比較的多く、「整骨院」２２％、「スポーツドク

ター」21.3％、「針灸院」12.2％であった。怪我

や肉体的痛みの対処法としては、比較的身近なと

ころで処置を行っているという現状が見受けられ

た。

この調査項目を設定するにあたっては、実際に

スポーツドクターが現場でどのように利用されて

いるのかを把握するために調査項目の回答欄にス

ポーツドクターという選択肢を設定した。調査結

果を見る限りにおいてスポーツドクターの利用及

びスポーツ医学的専門治療に対する選手の意識は

高いとは言えない。

トレを実践しているものは少ないという現状を示

している。

また、「メソトレの講習会をやってほしい」と

いう問いに、「はい」と回答したものが52.9％と

高く、調査対象者の約半数がメソトレに関する講

習会を希望しているという状況であった。さらに

「チームにメソタルトレーナーの派遺」および

「チームにメソタルトレーナーの帯同」について

は、それぞれ49％、４４％が「はい」と回答してい

る。また悩み事の相談を求めているものは61.5％

と高い比率を示した。選手は競技生活において日

頃不安を感じており、そのことを相談できる専門

家を求めている実態が見受けられる。

次にメソトレ実施の有無がその他の項目の回答

に関連があるかどうかを検討する為ｘ２検定を行っ

た。その結果を表３に示した。メソトレの実施が

その他の項目に影響を及ぼすのか、つまり間接的

３）心理的サポートについて

心理的サポートの効果的な方策を考える上で役

立つ資料を得るため、メソタルトレーニング（以

下、メソトレとする）の実施状況、その必要性及

び実施希望の有無、講習会を希望するかどうか、

メソトレトレーナーに関する希望、さらには悩み

事に関するカウソセリソグ等に関する意見を２件

法で回答してもらった。その結果を図５に示した。

表３メントレ実施の有無による比較検定の結果

はい9２ ２７Ｂ

【ＢｏＺＢＤ４

四回、■豚剤Ｗ： Ｆ合計1ｏｚ

．､｡｡。。］↑品ＯＯ
－－Ｆｍ隅（紐

厄匠頑可了扇[百FF團罰

に
_’

正，Ⅲ

■■■■■■■■

｜

,…’
－－

U1ng

曰几几■刀昼１【I

Ｆ
図５メンタルトレーニングに関する調査結果

まずメソトレを今までに実施したかどうかとい

う問いには、「はい」と回答したものは24.6％と

少なく、「いいえ」が74.2％とメソトレを今まで

実施したことがない選手が多いという結果であっ

た。しかしメソトレの必要性を感じるかどうかと

いう質問には66.7％が「はい」と回答しており、

さらに「メソトレを希望」するものは68.2％と多

いという結果であった。このことはメソトレの必

要性は多くの選手が認識しているが現実にはメソ

,藝丁■合叶１０３３ｍ４１３

ロロロ１，００１００．０）

右近丑:◆ｐ＜,０５．●＊ｐ＜,０１．中中●ｐ＜､ＯＯ１

なメソトレの効果をそこにZAる事ができると考え

られる。検定の結果、すべての項目においてメソ

トレ実施の有無間に顕著な有意差が認められ、メ

－１３６－

有

ントレの有Ｉ

無

■

合計
jr2■ 右正甚

メ
ン
ト
レ
の
必

要
性

はい

(Ｈ）

いいえ

(H）

合Hｆ

(外）

9２

(９０．２）

1０

(９．８）

１０２
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医科学的サポートに関する鯛査研究

ソトレ実施経験者は非経験者に比べ「はい」と言

う回答が有意に高かった。このことはメソトレを

経験することが、メソトレに対する期待を高めそ

の必要性を認識するようになるといった効果があ

ることを示している。

以上のことからメソトレの実施状況はあまり芳

しくないがメソトレに対する期待や認識そのもの

は高いと推測され、講習会等の実施及びカウソセ

リソグ等の指導者の養成が必要であると考えられ

る。

<思う」という回答が最も高い項目は「精神面の

強化」（67％であり、つづいて「目標の明確化と

やる気の促進」（65.1％）、「言葉づかいやマナー

の向上」（58.7％）、「技術や戦術の習得」

（57.3％）、低いものでも「チームワークの向上」

の48.6%であった。さらにそれぞれの項目につい

て３割前後が「思う」と回答している。

このように県外合同強化合宿の経験者は２割程

度であるが、その強化合宿の効果については約９

割前後の選手が「効果がある」（「強く思う」と

「思う」を効果があるとして考えると）と回答し

ていることからも、県外で行われる合同強化合宿

は競技力向上の為の目標設定、動機づけ及び技術

や戦術の習得のみならず、さらには精神的成長を

助長しマナーの向上にも効果があると考えられる。

次に競技力を向上させる強化合宿として、どの

ような方法を希望しますかという問いに、３つの

選択肢を設定し選んでもらった。結果は図６－３

に示した。図６－３から希望する強化合宿形態と

４）強化合宿の実施状況及びその効果に関する

意識と要望

今回の調査対象者に、高校在学中に限定して県

外合同強化合宿を経験したかどうかを問うたとこ

ろ、図６－１に示すように全体の26.6％（112名）

が経験ありと回答し、経験のないものは72.2％

（302名）であった。

屈両~百扇E１

回五T百『;[更百百薗唇１

県外合同強化合宿

県外合同強化合宿 H1内←▲弦化合宙

字校内強化台■

邸２砿4096６０％ＢＯＨ100％

図6-ｌ県外合同強ｲﾋ合宿の有無

ＯＢ由0％００５O0LBp冊100％

図6-3希望する強ｲﾋ合宿方法

しては「県外強化合宿」の57.2％が最も高く、次

いで「県内強化合宿」の26.3％、「学校内強化合

宿」が15.3％であった。このように希望する強化

合宿形態は学校内から県内へ、さらに県内から県

外へと希望者の割合が増加する傾向が見られ、県

外合同強化合宿を希望するものが最も多いという

結果であった。

以上のことから競技力向上のための強化合宿を

適切に実施することは選手の側からも希望が高く、

とりわけ県外で行う合同強化合宿はさまざまな効

果をもたらすものと考えられる。

日強く思う□思う□どちらとも角えない□思わない

回■の明芭化,やら其の但

チームワークの内

偏仲田の強

■竝但いやマナーの向

拉傭や■扮の■

０％２砿４０％ODH８０％100％

図6-2強ｲﾋ合宿の効果(こ関する評価

さらに県外合同合宿を経験したものに対して強

化合宿の効果に関する5項目について、その効果

の程度を４件法により回答を求めた。その結果は

図６－２に示した。強化合宿の効果について「強

2.競技種目形態及び競技レベルによる比較分析

医科学的サポートの具体的方策を考える上で競

技特性及び競技レベルを考慮することは必要であ

－１３７－

蕊露
護騨
:：：：：：：：：：

霞蕊騒
:：：：888：：

!i73.9;；
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ると考えられる。そこで競技特性としては個人競

技種目か団体競技種目という競技種目形態（以下、

競技形態とする）別の、また競技レベルとしては

ポジション（レギュラーと非レギュラー）別の比

較をクロス集計によるｘ２検定を用し､分析した。

表4-3支援要望に関する競技形態別比較（体力づくり）

｜勵技「鰯刷『

１５４５２１４

３７Ｂ１Ｚ７（３４１）競技形態別比較

①支援の効果と希望する支援内容

今までに受けた専門家からの支援の効果に関し

ては、「怪我や痛みの相談」のみに競技形態間比

較において有意な関連が認められ（ｐ＜0.01、表

４－１）、個人競技種目の選手（以下、個人競技

選手とする）は団体競技種目の選手（以下、団体

競技選手とする）に比べ、専門家の怪我や痛みの

相談時における処置を有効と考えているという傾

向が見られた（表参照）。今後支援を望む内容に

関する競技形態別比較において有意な関連が見ら

れたのは、「体調についての支援、表４－２」

（ｐ＜0.05）、「体力づくり支援、表４－３」

（ｐ＜0.05）、「科学的技術指導支援」（ｐ＜

0.001、表４－４）、「食事栄養面の支援、表４

－５」（ｐ＜0.01）であった。個人競技選手は団

体競技選手に比べてこれらすべての項目において

強く支援を期待している傾向が見られた。このよ

うに医科学的サポートに対しては個人競技的な種

目の選手に期待度が高いということが示された。

表４１競技形態別指導の効果比較（怪我や痛みの相談）

Ｊｒ２ＥＨ－１０３６Ｂｐ＜０５

表4-4支援要望に関する競技形態別比較(科学的技術指導）

どちらとも

言えない

６５３９２１

■■ ０１Ｂ２

l"．。！$②Whl1:KIU．
Ｘ２値＝１７．ＢＢ５ｐ＜、００１

表4-5支援要望に関する競技形態別比較（食事栄養面）

……)'㈹\。：！］，船４．
１７９

Ｘ２値＝１４．２０１ｐ＜・Ｏ１

いて、有意な関連が認められた項目は「食事のエ

ネルギー計算」（ｐ＜0.05、表５）のみであった。

個人競技選手は団体競技選手と比較して食事のエ

ネルギー計算に関する情報を強く望んでいるとい

う結果であった。

表５顔技形態別栄養サポート比較(食事のエネルギー計算）

HHH

随
技
形
胆

：個人逝技。乳。｡］］｡。
網１

：団体観技……（2.フ
８８５４

■=＝ｇ－３ＢＯロ＜－ｍ

表4-2支援要望に関する観技形態別比較（体調指導）

また怪我や痛みの処置をどこで行っているのか

を競技形態別に分析した結果、「針灸院」（表６

－１）と「近くの病院」（表６－２）に、それぞ

れ１％水準で競技形態間に有意差が認められた。

すなわち怪我や痛みの処置を行う時、個人競技選

手は「針灸院」に、団体競技選手は「近くの病院」

に行きやすいという傾向が認められた。

②栄養サポートと怪我の対処法

栄養サポートに関する競技形態別比較分析にお

－１３８－

Ｘ２団＝９．３６０ｐ＜，０１

ＸＺ団＝9.491ｐ＜，０５
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ての項目に競技形態間で有意差が認められた（表

８参照）。「学校内強化合宿」および「県外合同

強化合宿」の希望者は個人競技選手に比較して団

体競技選手に多く、逆に「県内強化合宿」は個人

競技選手に多いという傾向が見られた。

表6-1競技形態別怪我の対処法比較
（近くの病院）

゛〈の病院

’まいいいえ

表８競技形態別にみた希望する強化合宿比較の検定結果

＝囮■、底面
藍は、趾！:１，１:4.

Ｘ２値＝１７．３３５ｐ＜００１

表6-2競技形態別怪我の対処法比較

（針灸院）

層
ぱいいいえ

Ｆ
層Ｘ２値＝６６．６７７ｐ＜００１

有意丑:＊ｐ＜,０５、中中ｐ＜０１．＊中中ｐ＜､００１

③メンタルトレーニングについて

メソトレに関する各項目を競技形態別にクロス

集計し、検定を実施した。その結果、有意差が認

められた項目は「メソトレの実施」のみであり、

個人競技選手は団体競技選手に比べメソトレを実

施しているものが多いという傾向が見られた（ｐ

＜0.001,表７）。その他の項目に有意差は見ら

れなかった。しかし今回の分析においてメソトレ

２）ポジション別比較

今回調査票に、選手自身の判断でチームにおけ

るポジショソを３つの選択肢（「レギュラー」、

「準レギュラー」、「補欠」）から選んで回答し

てもらった。「レギュラー」という回答が215名

（51.4％）、「準レギュラー」が86名（20.6％）、

「補欠」が100名（23.9％）であった。今回の分

析にあたってはポジションを大きく２群に分けた。

「レギュラー」と回答したものをレギュラーとし、

「準レギュラー」および「補欠」という回答を非

レギュラーと設定した。

①支援の効果と希望する支援内容

今までに専門家から受けた支援の効果をポジショ

ソガリに比較した結果、「怪我や痛みの相談」に有

意な関連が見られた（ｐ＜０５、表９－１）。レ

ギュラーは「有効だったと思う」という回答が多

く、逆に非レギュラーには「有効と思わない」と

回答したものが多いという傾向が見られた。つま

り怪我や痛みの相談における専門家からの指導を、

レギュラーは非レギュラーに比べてよりその効果

を認めているという結果であった。

また期待する支援内容をポジショソ別に比較し

表７競技形態別メントレ実施の有無の比較

メントレの実

はいいL､え鳫

jr2僅＝１４．０３４ｐ＜００１

の実施がその他の項目に与える影響は大きいと考

えられ、これらのことを考慮するとメソタルトレー

ニソグに関しては、選手が手軽に実施できる環境

づくりが必要と言える。

④強化合宿について

強化合宿については、「学校内強化合宿」、

「県内強化合宿」、「県外合同強化合宿」、すべ

－１３９－
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ソディショソづくりの重要性およびスポーツ栄養

の必要性を認識させることが必要であると考えら

れる。

②栄養サポートと怪我の対処法

栄養サポートに関しては「スポーツ栄養の講話」

に有意な関連が見られ（ｐ＜､05、表１０）、レギュ

ラーに「思う」が多く、非レギュラーに「どちら

表１０栄養サポートに関するポジション別比較

（スポーツ栄養の講話）

表9-1支援効果に関するポジション別比較

（怪我や痛みの相談）

とららとも有効と■わ有効だつりＬ
■えな唖、と思う

Ｘ２値＝8202Ｐ<“

表9-2支援項目に関するポジション別比較

（体調について）
■■■■■■■■

Ｆ閉■■■、■

、函、、■函
、、瓜、■閑
、nｍｍ

台ﾛ

園、門呂扇■開
田nｍｍ■四
ｍｍ、■昭

Ｘ２■＝ＩＬ１ｍＰ＜“
ＸＺ■＝9274Ｐくり５

とも言えない」が多いという傾向であった。この

ことによりレギュラーは非レギュラーよりも、ス

ポーツ栄養に関する知識への高い関心度を示して

いると捉えることができる。

また怪我や痛みの治療の対処法がポジショソガリ

に違いがあるのかを見てみると、「近くの病院」

（ｐ＜､05,表１１－１）と「針灸院」（ｐ＜01、

表１１－２）に有意差が認められた。レギュラーに

「針灸院」に行くものが多く、非レギュラーに

表９３支援項目に関するポジション別比較

（科学的技術指導）

囲一田=罰■四
ルュワーｎｍｍ、■隅
Ⅳnｍｍ■囚

汀２値＝12902Ｐ(、

表9-4支援項目に関するポジション別比較

（食事栄養面）

■■■■■■■■

…曇弓箏翻ロ＋

表11-1治療の対処法に関するポジション別比較

（近くの病院）

Z21H■10.173Ｐ(､0５

た結果、「体調について」（ｐ＜､05,表９－２）、

「科学的技術指導」（ｐ＜０１、炎９－３）、

「食事や栄養面」（ｐ＜､05、表９－４）に統計

的に有意な関連が見られた。

「科学的技術指導」については、レギュラーに

「強く望む」ものが多いという傾向が見られた。

一方、「体調について」および「食事栄養面」に

ついては、非レギュラーに「どちらとも言えない」

と回答するものが多いという傾向が見られた。つ

まりレギュラーは非レギュラーに比べて科学的技

術指導に関する支援を強く望む傾向を持ち、一方

非レギュラーは体調や食事栄養面に関する支援そ

のものに対する意識が弱いのではないかと推測さ

れる。これらのことからポジショソ別のサポート

体制づくり、特にレギュラーに対しては科学的側

面からのサポートを、非レギュラーに対しては．

X2Hn＝626Ｐ＜０５

表１１－２治療の対処法に関するポジション別比較

（針灸院）

jr21Ⅱ＝9.708Ｐ＜0１

「近くの病院」に行くものが多いという差が見ら

れた。つまり怪我や痛みを処置する時、レギュラー

はある意味では専門的な治療としての場所を、非

レギュラーは比較的近くの病院を選び易いことを

－１４０－
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並河・小橋jll・仲地：高校運動部員を対象としたスポーツ

医科学的サポートに関する調査研究

示している。スポーツ選手にとって怪我や肉体的

痛みはささざまな心理的ストレスを引き起こし、

競技生活に不安をもたらす。それ故にすばやい対

処が必要であり、これらのサポートが競技力向上

に果たす役割は大である。

③メンタルトレーニングについて

メソタルトレーニソグに関してはポジショソ別

にすべての項目において差は認められなかった。

④強化合宿について

県外合同強化合宿の経験の有無をポジショソガリ

に比較した結果、レギュラーに経験者が多く、非

レギュラーに経験者が少ないという顕著な差が見

られた（ｐ＜001、表１２－１）。さらにポジショ

ソガリに希望する強化合宿を比較した結果、「県外

を示した。またそれらの効果についての選手の評

価は非常に高く、さらに支援内容に対する期待も

高い値を示した。そして栄養サポートに関する項

目においては、約半数の選手がそれに期待をして

いおり、また怪我や痛みの処置方法としては「近

くの病院」の44％が最も高かった。

メソトレの実施者は少ないが（24.6％）、メソ

トレの希望（68.2％）やメソトレの必要性

（66.7％）に対する意識は高い。さらにメソトレ

の実施経験はメソトレに対する意識に影響を与え

ることが確認された。

県外合同強化合宿の経験者（26.6％）の約９割

はその効果を認めている。なお希望する強化合宿

方法としては「県外合同強化合宿」が57.2％で、

股も高かった。

次に競技形態別に比較した結果いくつかの違い

が見られた。個人競技選手が高い値を示したもの

は、支援の効果と期待する支援内容に関する項目、

栄養サポートの「食事のエネルギー計算」、「針

灸院」、「メソトレの実施」、「県内強化合宿」

であり、団体競技選手が高い値を示したものは、

「近くの病院」と「学校内強化合宿」、「県外合

同強化合宿」であった。

そしてポジショソ別に比較した結果は、レギュ

ラーは非レギュラーに比べて「怪我や痛みの相談」

という支援を有効としており、また支援内容「体

調について」、「科学的技術指導」、「食事や栄

養面」に対する期待度が高いことを示した。また

栄養サポートの「スポーツ栄養の講話」に希望者

が多いこと、怪我や治療に「針灸院」にいくこと

が、さらには県外合宿経験者が多いことなどが特

徴として挙げられる。一方、非レギュラーは「怪

我や痛みの相談」に対して否定的こと、「体調に

ついて」や「食事栄養面」といった支援内容に

「どちらとも言えない」といった回答が多いこと、

さらには怪我の治療には「近くの病院」にいく傾

向などが特徴として挙げられる。

以上のことから、医科学的サポートに対する選

手の期待は非常に高いと見られるが、現実にそれ

らの実施においてはさまざまな問題をクリアーし

なければならない。また競技力向上を考える上で、

強化選手を集中的にサポートすることは一つの方

策ではある．が、全体のレベルアップもそれ以上に

表12-1ポジション別県外合同強化合宿経験の有無

Ｂ１132２１コ

３８０■B２ＤＨＩＯＤＤＨ

２７５７１Ｍ

１４７％％Ｉ０ＤＯＨ

ｐＢ289７

２２ＨＺＢＨ１００ｐＨ

Ｘ２値＝27.189Ｐ＜,000

表12-2ポジション別強化合宿方法比較

（県外合同強化合宿）

Z２値＝4.0ｐ＜､0５

合同強化合宿」のみに有意差が見られた（ｐ＜

､05,表１２－２）。これらのことから非レギュラー

の選手で県外合同強化合宿を経験しているものは

少なく県外合同強化合宿を強く希望している状況

が伺える。

Ⅳまとめ

競技力向.上の為のスポーツ医科学的側面からの

サポートを効果的に実施する為の資料を得ること

を目的として、高校チームを対象に調査を実施し

比較分析をした。主な結果は以下のとおりである。

専門家から医科学的な指導を受けた項目として

は「怪我や痛みの相談」が42.1％と最も高い比率

－１４１－
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がストレスとなるか－競技レベル別、性別に見

たストレスの実態一．平成7年度日本体育協会

スポーツ医・科学研究報告，ＮＣⅦ青少年のス

ポーツ参加に関する研究第３報：63-74．

文部省体育・スポーツ研究会（1990）すぽ－と

ビア２１－２１世紀に向けたスポーツの振興方策

について（答申）－，体育施設出版：１２２－１３３

中込四郎（1995）トップアスリートの直面する

ストレスとその対処法．体育の科学４５（12）：

９５４－９５８

中嶋寛之ほか（1993）栄養に関するサポート，

平成６年度日本体育協会スポーツ医・科学研究

報告書，ＮＣＩ国体選手の医・科学サポートに

関する研究第２報：41-49．

岡浩一郎・竹中晃二・児玉昌久（1996）スポー

ツ傷害が選手に及ぼす心理的影響．体育の科学

４６（３）：２４l-245

佐久間春夫（1997）不安がパフォーマンスに与え

重要であり何らかの具体的方策、つまりレギュラー

でない選手たちに今後どのようなサポートをして

いくのかが必要とされ、そしてそのことが結果と

して全体の競技力向上に役立つのではないかと考

えられる。なお今回は対象者に女性の比率が少な

かった為男女間の比較は分析から除外したが、こ

ういったものを含め今後さらにする検討が必要で

ある
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